
(禁無断転載)

第125回 日商簿記試験予想

ラストスパート模試

平 成 22 年 度

http://www.net‑school.co.jp/

商業簿記・会計学

（午前９時開始　制限時間  １時間30分）
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採�　点�　欄試験地(会議所名)
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番号

商 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・ウラ予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　①

　損　益　計　算　書　

　　　　　　  　　　　  ×21年４月１日～×22年３月31日 （単位：千円）

　Ⅰ　売 上 高

　　１　一 般 売 上 高 （ ）

　　２　積 送 品 売 上 高 （ ） （ ）

　Ⅱ　売 上 原 価

　　１　期首商品棚卸高 （ ）

　　２　当期商品仕入高 （ ）

　　　　　　合　　計　　 （ ）

　　３　期末商品棚卸高 （ ）

　　　　　　差　　引　　 （ ）

　　４　棚 卸 減 耗 費 （ ） （ ）

　　　　　　差　　引　　 （ ）

　　　　　返品調整引当金繰入 （ ）

　　　　　売 上 総 利 益 （ ）

　Ⅲ　販売費及び一般管理費

　　１　積 送 諸 掛 （ ）

　　２　減 価 償 却 費 （ ）

　　３　貸倒引当金繰入 （ ）

　　４（ 　 ） （ ）

    ５（ 　 ） （ ）

　　６　その他販売費及び一般管理費 109,360 （ ）

　　　　　営 業 利 益 （ ）

　Ⅳ　営 業 外 収 益

　　１　有 価 証 券 利 息 （ ）

　　２　受 取 配 当 金 （ ）

　　３（ 　 ） （ ）

　　４（ 　 ） （ ） （ ）

　Ⅴ　営 業 外 費 用

　　１　社 債 利 息 （ ）

　　２（ 　 ） （ ） （ ）

　　　　　経 常 利 益 （ ）

　Ⅵ　特 別 利 益

　　１（ 　 ） （ ）

　Ⅶ　特 別 損 失

　　１（ 　 ） （ ）

　　２（ 　 ） （ ） （ ）

　　　　　税引前当期純利益 （ ）

　　　　　法人税、住民税及び事業税 （ ）

　　　　　法人税等調整額 （ △ ） （ ）

　　　　　当 期 純 利 益 （ ）
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会 計 学

平成 22 年度　ラストスパート模試・ウラ予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　②

第１問

ア イ ウ エ オ

第２問

〔問１〕

損益計算書

×2年度 ×3年度 ×4年度

営 業 費 用 　千円 　千円 　千円

営業外費用 　千円 　千円 　千円

貸借対照表

×2年度 ×3年度 ×4年度

流 動 負 債 　千円 　千円 　千円

固 定 負 債 　千円 　千円 　千円

〔問２〕

残価保証支払額の確定時 （単位：千円）

借　方　科　目 金　　額 貸　方　科　目 金　　額

減 価 償 却 累 計 額 14,825 （� ）

（� ） 未 払 金

リース資産売却損

未 払 利 息

第３問

　　①　繰越利益剰余金 　円　

　　②　分配可能額の基礎となる剰余金 　円　

　　③　分配可能額 　円　



(禁無断転載)

第125回 日商簿記試験予想

ラストスパート模試

平 成 22 年 度

http://www.net‑school.co.jp/

工業簿記・原価計算

（商業簿記・会計学終了、休憩後開始　制限時間  １時間30分）
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工 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・ウラ予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　③

第１問

　　（注）解答上、同じ用語が出てくる場合があるので注意すること。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

⑬ ⑭

⑮ ⑯

⑰ ⑱

⑲ ⑳

㉑

第２問

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
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原 価 計 算

平成 22 年度　ラストスパート模試・ウラ予想

第 125 回対策 答案用紙

１　級　④

第１問

〔問１〕

製品 単位当たり製造原価

製品Ｘ 円

製品Ｙ 円

〔問２〕

製品 単位当たり製造原価

製品Ｘ 円

製品Ｙ 円

〔問３〕

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

第２問

〔問１〕

顧客が負担するトータルコストの現在価値 円

〔問２〕

現在の顧客が許容できる製品ＧＸの購入原価 円


